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建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成２８年４月１４日（木）午後１時   開会 

               午後１時９分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 野原 修 副委員長 藤浦雅彦  委  員 木村勝彦 

  委  員 中川嘉彦 委  員 弘  豊 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

なし 

   

１．出席した議会事務局職員 

  事務局参事兼局次長 橋本英樹  同局書記 川原 恵 

 

１．審査案件 

所管事務調査について 
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（午後１時 開会） 

○野原修委員長 ただいまから建設常任

委員会を開会します。 

本日の委員会記録署名委員は、木村委員

を指名します。 

本日の案件は、所管事務調査についてで

す。 

本件につきましては、去る３月１１日の

本委員会でご協議いただきました内容に

基づいて、視察事項、視察先、視察日程等

を委員長案としてまとめましたので提案

させていただきます。 

日程は、５月２３日、月曜日、５月２４

日、火曜日、視察テーマと視察市につきま

しては、「上下水道事業の一元化について」

熊本県荒尾市、「空家対策について」福岡

県大牟田市を視察いたします。 

荒尾市は、人口が約５万４，０００人。

こちらでは、上下水道事業が平成２６年４

月に組織統合され企業局を設立していま

す。統合と同時に下水道事業を企業会計に

移行し、すでに企業会計を取り入れている

水道事業と組織規模を拡大させることに

より、公共性の高い事業の企業性をより一

層発揮させ、経済性、効率性を高める取り

組みを行っています。 

 次に、大牟田市は、人口が約１１万９，

０００人。こちらでは老朽危険家屋に管理

指導や解体助成制度等の対策を行い、併せ

て空家が老朽化して危険にならないよう

な対策も進められています。平成２５年度

に民生委員らの協力のもと、市内の戸建て

住宅を中心に空家の全数調査を実施し、２，

８５３戸の空家を確認されています。これ

を基に、不動産や福祉・医療・法律・行政・

学識経験者等の専門家で構成する大牟田

市居住支援協議会を立ち上げ、具体的に空

家を低家賃で提供する等、空家の活用を推

進するモデル事業に取り組まれています。

このような老朽危険家屋対策と空家の有

効活用との両面からの取り組みを視察し

ます。 

 以上のような視察案を提案させていた

だきましたが、委員の皆さんいかがでしょ

うか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○野原修委員長 それでは、そのように 

決定します。暫時休憩します。 

（午後１時４分 休憩） 

（午後１時８分 再開） 

○野原修委員長 再開します。それでは、

本委員会の視察につきましては、以上のと

おり実施することといたしますので、よろ

しくお願いします。 

 以上で、本委員会を閉会します。 

（午後１時９分 閉会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 

 建設常任委員長    野 原   修 

 

 

 建設常任委員      木 村 勝 彦 


